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長崎港の概要

○長崎県の基幹産業は造船業であり、日本最大の乾ドック100万トンドックを有するなど、大小の造船
所や関連企業が立地している 平成23年には新たに12万トン級客船2隻の建造を受注するなど 高い所や関連企業が立地している。平成23年には新たに12万トン級客船2隻の建造を受注するなど、高い
建造技術力を活かして高い国際競争力を有している。また、機械等製造業が立地しており、原材料な
どの製品の輸送拠点となっている。

○地域に必要なＬＮＧや石油製品やセメント、砂利・砂等の資材の輸移出入基地であり、離島(五島・
上五島・伊王島・高島)へはフェリー、ＲＯＲＯ船、高速船が就航している。上五島 伊王島 高島) はフェリ 、ＲＯＲＯ船、高速船が就航している。

○長崎港は、日本の西端に位置し、 1,000km圏内に上海などの東アジア沿岸主要都市が所在しており、
近年盛んな東アジアクルーズの寄港地や高速船(フェリー、RORO船)を用いた貨物輸送の拠点として、
日本国内において地理的な優位性がある。

○平成23年11月には、日本海側拠点港[外航クルーズ(定点クルーズ),国際定期旅客]に選定された。
○平成24年2月には、長崎港～上海港間の定期フェリーが就航したが、平成24年10月から休止。

◆ 総取扱貨物の内訳（平成24年）◆長崎を中心とした国内外の都市との関係
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長崎港 計画変更の考え方

課
題
・要
請

急激に拡大する東アジアクルーズ需要
を踏まえた外航クルーズ客船等の

同時接岸への対応

岸壁等港湾
施設の老朽化
（約7割の施設が

供用から
30年以上経過）

低利用な

小規模係留施設
の点在

住環境及び自然環境
の保全に関する要請

請 30年以上経過）

対
応 埠頭の再編 集約

国際クルーズ・旅客船発着拠
点港の形成 物流機能と環境応

方
針

埠頭の再編、集約
・港湾施設のライフサイクルコスト縮減を図

り、更新を含む投資費用を低減・平準化

点港の形成
・インバウンド・アウトバウンドクルーズ観光促進

・世界遺産候補など観光施設が集積したまちな
かに複数のクルーズ客船等を同時接岸

物流機能と環境
との調和

計
画
変
更

○松が枝地区

・クルーズ客船等に対応した
埠頭及び緑地の新規計画

○全体
（小江、深堀、土井首、元船地区）

・老朽化した岸壁等については
利用貨物を再配置した上で、

○皇后地区
・公共埠頭計画の

見直し更
内
容

埠頭及び緑地の新規計画
利用貨物を再 置 、

廃止あるいは物資補給岸壁へ
の利用転換

見直し
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長崎港の港湾計画の基本方針

◆今回計画（目標年 平成30年代後半）◆今回計画（目標年：平成30年代後半）

【人流・交流】 国際クルーズ・旅客船発着拠点港の形成
●新幹線延伸とのシナジー効果により、インバウンド・アウトバウンドクルーズ観光を促進、観光振興により広域

的に経済活性化的に経済活性化
●急激に拡大する東アジアクルーズなどの発着港として、岸壁の新規整備に併せ、十分な待合スペースやCIQ 

施設を確保したターミナル機能を拡充
●世界遺産候補など観光施設が集積したまちなかに複数の旅客船を同時接岸させ、世界有数の国際観光港で

ブある長崎港をブランド化
●アジアと日本を結ぶ交流軸の核を形成するため、円滑な交通機能を確保し、新幹線等へアクセスを強化

【物流・産業】 東アジアとの貿易拡大による地域経済の活性化
東 ジ と 地理的優位性を活か 中国と 間 国際定期 を導 既存 航路と併 た●東アジアとの地理的優位性を活かし、中国との間に国際定期フェリーを導入し、既存のコンテナ航路と併せた
複数航路により、農水産物など県産品の輸出拡大の取組を推進

【環境・生活】 環境に十分配慮した港湾の形成
●港内唯 の天然海浜地を維持するとともに 住民の居住環境に十分配慮●港内唯一の天然海浜地を維持するとともに、住民の居住環境に十分配慮
●港湾内の施設整備は、「美しい都市景観を創造し、後世に引き継ぐ財産とする」ことを目的とする「環長崎港

地域アーバンデザインシステム」の考え方や長崎市景観計画などに沿いながら、景観に最大限配慮
●大規模地震が発生した場合に備え、耐震強化岸壁の整備を進めるとともに、津波、あびき（副振動）、高潮に

的確かつ迅速に対応するため、官民連携のもとで、ハザードマップの作成、防災知識・指導力を向上
●港湾における公共施設のストックについて、効率的、計画的な維持管理による施設の延命化、ライフサイクル

コストの縮減を図り、更新を含む投資費用の低減と平準化を図る。
●今後数多くの大型クルーズ客船が入港すると見込まれていることから、港内利用関係者と十分調整を図りな●今後数多くの大型クル ズ客船が入港すると見込まれていることから、港内利用関係者と十分調整を図りな

がら、港内水域の適切な管理運営を行い、港内航行安全の確保に努める。
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港湾取扱貨物量の見通し

目標年次（平成30年代後半）における港湾取扱貨物量の見通し：外貿貨物約92万ﾄﾝ（平成24年：約51万ﾄﾝ）、

内貿貨物約285万ﾄﾝ（平成24年：約221万ﾄﾝ） 合計約376万ﾄﾝ（平成24年：約273万ﾄﾝ）を想定内貿貨物約285万ﾄﾝ（平成24年：約221万ﾄﾝ）、合計約376万ﾄﾝ（平成24年：約273万ﾄﾝ）を想定。

●平成30年代後半の取扱貨物量を設定
【外貿】 地元主要企業の事業規模拡大に伴う産業機械等の増加
【内貿】 地元主要企業の事業規模拡大に対応した鋼材等の取扱量の増加【内貿】 地元主要企業の事業規模拡大に対応した鋼材等の取扱量の増加
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船舶乗降客数の見通し

目標年次（平成30年代後半）における船舶乗降客数の見通し：

離島航路も含めた船舶乗降客数182万人（平成24年：108万人） クルーズ客船129隻（平成24年：73隻）を想定離島航路も含めた船舶乗降客数182万人（平成24年：108万人）、クル ズ客船129隻（平成24年：73隻）を想定。

●船舶乗降客数は、クルーズ客船及び中国（上海）とを結ぶ国際フェリー定期航路の利用者数並びに離島航路の利
用者数を想定している。

●船舶乗降客数およびクルーズ客船隻数は、平成23年は震災の影響及び離島（伊王島）への架橋により減少したも●船舶乗降客数およびクル ズ客船隻数は、平成23年は震災の影響及び離島（伊王島）への架橋により減少したも
のの、ここ数年は増加傾向にある。

●将来のクルーズ客船隻数は、東アジア定点クルーズ、ワールドクルーズ、日本船籍クルーズ等の分類ごとに、将
来のクルーズ人口や過去10ヵ年の入港隻数の傾向等から推計した。

ズ船舶乗降客数の見通し

92

182
180

150 

200 
離島航路乗降客数 クルーズ船等乗降客数 船舶乗降客数（万人）

81

109

11

73

92

0

50 

100 

※図中の白抜き箇所の数値は、平成26年の予定隻数である。
※目標年次（平成30年代後半）における離島航路の船舶乗降客数は、平成23年実績（港湾統計及び事業者ヒアリングより）と同程度と想定。

クルーズ客船隻数の見通し

目標年次
平成30年代後半

150
（隻）

0 
H16 H18 H20 H22 H24

73 
84 

129 

60 

90 

120 

150 

5
目標年次

平成30年代後半

39 

0 

30 

H16 H18 H20 H22 H24 H26
※平成26年は6月末時点の予定隻数



長崎港へのクルーズ客船寄港の動向

○長崎港のクルーズ客船寄港状況
港湾別のクル ズ客船寄港回数では 常に上位10港 外国船に限ると上位5港に入る・港湾別のクルーズ客船寄港回数では、常に上位10港、外国船に限ると上位5港に入る。

・平成24年は、韓国クルーズ船社の寄港等により、外国船社運航のクルーズ船寄港72回（前年17
回）を記録した。

・長崎港へのクルーズ客船寄港による経済効果 4.4千万円/隻長崎港 のクル ズ客船寄港による経済効果 4.4千万円/隻
（平成23年に長崎港に寄港した観光船乗客へのアンケートに基づき算出）

港湾別のクルーズ客船寄港回数（外国船のみ）
九州・沖縄地域に

寄港が集中

外国船入港隻数（平成24年）
平成24年 平成25年順 平成21年 平成22年 平成23年平成20年

寄港が集中港湾名 回数 港湾名 回数 港湾名 回数 港湾名 回数 港湾名 回数 港湾名 回数

1 那覇 51 那覇 50 博多 61 石垣 42 博多 85 石垣 59

2 石垣 37 長崎 45 那覇 46 那覇 37 長崎 72 那覇 41

3 鹿児島 30 石垣 32 鹿児島 45 博多 26 那覇 47 長崎 35

位

10万トン以上 5万トン以上10万トン未満 5万トン未満

クルーズ客船の大型化（長崎港への入港実績） 我が国港湾へのクルーズ客船寄港回数

4 長崎 25 博多 28 石垣 45 長崎 17 石垣 46 横浜 32

5 博多 25 広島 22 長崎 39 横浜 9 鹿児島 27 博多 19
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船名 船型＜総トン数＞ 船幅 乗客定員

長崎港に寄港するクルーズ客船の大型化

飛鳥Ⅱ
長崎港へH25年3回寄港

29.6m 872人

全長241m

マスト高
45m

＜50,142トン＞

満載喫水
7 8m

必要岸壁水深
9m程度

Legend of the Seas
長崎港へH24年8回寄港

32.0m 1,804人

全長241m7.8m9m程度

マスト高
50m

＜69,130トン＞

満載喫水必要岸壁水深長 港 港

Sun Princess
32 3 1 990人

マスト高
50m

＜77,441トン＞

全長264m

満載喫水
7.7m

必要岸壁水深
9m程度

Sun Princess
長崎港へH25年2回寄港

32.3m 1,990人

マスト高

全長261m

＜137,276トン＞

満載喫水
8.1m

必要岸壁水深
9m程度

Voyager of the Seas
長崎港へH25年6回寄港

38.6m 3,114人

全長311m

63m

満載喫水
8.8m

必要岸壁水深
10m程度

Queen Mary 2
（日本に寄港した最大ｸﾙｰｽﾞ船）

長崎港へH24年1回寄港
41.0m 2,592人

全長345m

マスト高
62m

＜148,528トン＞

必要岸壁水深
12m程度

満載喫水
10.3m

全長345m

出典：「クルーズシップコレクション2012･2013（海事プレス社）」、船社代理店への聞き取り調査を基に国土交通省港湾局作成。
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○急激に拡大する中国等を拠点とした東アジアクルーズ等の大型化に対応するため、既存
岸壁の水深 延長を変更し また 新たに岸壁を計画へと位置付ける

長崎港（松が枝地区）の変更内容 －国際クルーズ・旅客船発着拠点港の形成－

既定計画

岸壁の水深、延長を変更し、また、新たに岸壁を計画へと位置付ける。
○国際クルーズ客船・旅客船発着拠点港としてのターミナル機能を強化する。

【既定計画】
クル ズ客船専用岸壁として10万総トン級岸壁を計画・クルーズ客船専用岸壁として10万総トン級岸壁を計画

緑地1.4ha

今回計画
・急激に拡大する中国などを拠点とした東アジア定点

クルーズ客船の大型化などに対応するためのふ頭
を新規計 併 際 定期航路

・世界周遊クルーズ客船の大型化に対応するため、現在の

交通機能用地0.1ha

を新規計画。併せて、国際フェリー定期航路につい
ても当該岸壁を利用。
岸壁(-10m)320m （新規計画）

10万総トン級から15万総トン級対応岸壁に変更する。
岸壁(-12m)360m⇒（-12m）410m

・将来1 2バ ス目のクル ズ需要が増大し ク・将来1,2バース目のクルーズ需要が増大し、ク
ルーズ客船と国際定期航路がバッティングす
る等の利用に支障をきたした場合を見込み
3バース目を将来構想として参考表示する。
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○大型クルーズ客船の入港に対応するため、松が枝地区に航路・泊地を位置付ける。
○常盤・出島地区は旅客ターミナルやCIQ施設がなく 2万総トン級旅客船対応岸壁のため 日本船籍

国際クルーズ・旅客船発着拠点港の形成（松が枝地区、常盤・出島地区）

○常盤・出島地区は旅客ターミナルやCIQ施設がなく、2万総トン級旅客船対応岸壁のため、日本船籍
クルーズ船等対応として位置づけ

帆船祭りで賑わう長崎水辺の森公園
松が枝地区、常盤・出島地区

2L=690m

15万GT級旅客船の回頭泊地
（対象船舶：Queen Mary 2）

2万GT級旅客船対応
：水深10m，全長225m
（対象船舶：日本船籍クルーズ船等）

10万GT級旅客船対応
：水深10m 全長290m 15万GT級旅客船対応

松が枝地区イメージパース

：水深10m，全長290m
（対象船舶：Diamond Princess）

15万GT級旅客船対応
：水深12m，全長345m
（対象船舶：Queen Mary 2）
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長崎港中央航路の新規計画

○大型クルーズ客船の入出港に対応し、航行船舶の安全確保の観点から航路を新規に位置付ける。○大型クル ズ客船の入出港に対応し、航行船舶の安全確保の観点から航路を新規に位置付ける。
○航路の範囲は港則法上の航路を基本とし、大型クルーズ客船の航行を確保できる範囲（水深-12m、

幅員350m～450m)とする。

【今回計画】【今回計画】

長崎港中央航路

290m
（港則法）

神崎鼻

350m

10

小菅鼻



長崎港（皇后地区）の変更内容 －物流機能と環境との調和－

○社会資本整備を取り巻く情勢の変化や天然海浜地の維持、背後の住環境の保全といった

 既定計画

要請に対応するため、 公共埠頭計画の見直しを行う。

【既定計画】
・砂利・砂（移入55万トン）

→公共事業の縮減等により、計画の実現は困難。

今回計画

・新たな埠頭整備を行う社会的要請が高くなく、
また天然海浜地を保全するため公共埠頭計
画を削除する。
岸壁(-7.5m)260m、（-4.5）200m、(-4.5）100m
（削除計画）

・物流機能と住環境を共存させるため、取扱貨
物を見直すとともに、休息緑地を減らし、緩衝
緑地を集約・配置する。
緑地3.4ha⇒緑地1.9ha
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埠頭の再編、集約 （小江地区、元船地区、常盤・出島地区、土井首地区、深堀地区）

○港湾施設の老朽化に対応し、将来の改良・更新コストの縮減を図るよう埠頭の再編・貨物の集約を行う。
○老朽化が進み利用頻度の低い2バ ス及びふ頭再編による1バ ス（延長計138 ）を廃止○老朽化が進み利用頻度の低い2バース及びふ頭再編による1バース（延長計138m）を廃止。
○老朽化が進んだ係留施設のうち利用貨物を再編、集約し、4バース（延長計510m）を物資補給岸壁へ変更。

公共岸壁・物揚場の老朽化状況 今回見直しを行う公共埠頭 赤書 護岸化（係留施設の廃止）

凡例

公共岸壁・物揚場の老朽化状況
（供用年数別割合）

◆延長 4 889

今回見直しを行う公共埠頭 赤書 ： 護岸化（係留施設の廃止）
青書 ： 物資補給岸壁化

岸壁(-4 5m)：H5

小江地区 深堀地区

◆延長 4,889m 岸壁( 4.5m)：H5

物揚場(-2m)20年未満50年以上

岸壁(-10m)：
S54

物揚場( 2m)
：S54

岸壁(－7.5m)：S46

13%

20～30年
0年 0

7%

土井首地区 岸壁(－5.5m)：
H4

20 30年

未満
21%

40年～50
年未満
33%

元船地区物揚場(-4m)

物揚場(-4m)：
S45

30～40年

未満
26%

元船地区

常盤・出島地区

：H13
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確認の視点

国としての確認の視点
確認事項

国としての確認の視点

基本方針※

Ⅰ 今後の港湾の進むべき方向
４ 活力のある美しい港湾空間の創造と適正な管理

③ 観光の海洋性レクリエ ションを核とした交流空間の形成

国際クルーズ・旅客船
発着拠点の形成
（松が枝地区）

③ 観光の海洋性レクリエーションを核とした交流空間の形成

観光による地域の活性化や人々の交流を支えるフェリー、旅客船、クルーズ船等の多様な要請に対応し
た、快適で利便性の高い交流空間を形成する。このため、地域の特性に配慮した旅客ターミナル施設や交
流施設を整備する。また、まちづくりと一体となって、水際線を有する魅力ある空間を形成する。さらに、運
河等を活用して水上ネットワークを活性化するとともに、地域の観光資源等を活用した水辺の賑わい空間を
創 す創出する。

また、観光立国の推進、中国等からの訪日旅行者の増加に向けて、外国クルーズ船の日本寄港を促進す
るため、ポートセールス活動や旅客の利便性確保などに関係機関と連携して取り組む。 （後略）

Ⅰ 今後の港湾の進むべき方向
３ 良好な港湾環境の形成

物流機能と背後の
住環境との調和

（皇后地区の
緑地保全）

３ 良好な港湾環境の形成
① 良好な自然環境の積極的な保全

港湾が、将来にわたって社会の多様な要請に応え、その役割を果たしていくためには、環境との共生を実
現し、豊かな自然環境を健全な状態で将来世代に継承する必要がある。そのため、港湾における環境を良
好な状態に維持、回復、創造し、生物多様性の保全にも配慮しつつ、関係機関と必要な調整を行い、環境
の保全を総合的かつ計画的に進めて、良好な港湾環境を形成する。

Ⅰ 今後の港湾の進むべき方向
６ ストック型社会に対応した効率的・効果的な事業の実施

（１） 効率的・効果的な事業の実施
⑥ 港湾施設 適切な維持管理

ふ頭の再編・集約
（港内各地区）

⑥ 港湾施設の適切な維持管理

これまで蓄積されてきた港湾施設は、順次老朽化が進むことから、今後、更新投資が飛躍的に増大する
ことが見込まれる。

このため、必要な機能を維持しつつ、将来の改良・更新コストの最小化及び港湾施設の長寿命化を図るた
め、国及び港湾管理者が連携して、港湾施設の維持管理計画を策定し、定期的に点検を行うなど、事後的

13※港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針（平成26年1月6日 国土交通省告示第6号）

、国及び港湾管 者 連携 、港湾施設 維持管 計画を策定 、定期的 点検を行うな 、事後的
な維持管理から予防保全的な維持管理への転換を推進する。


